
令和 6 年 12 月 26 日 

国営沖縄記念公園（海洋博地区）魅力向上推進協議会の設置について 

 

 国営沖縄記念公園（海洋博地区）は、公園管理者である国のほか、公園の運営維持管
理業務の受託者、美ら海水族館及びその周辺の管理許可を受けている沖縄県及びその
指定管理者など、多くの者が連携して、多様なレクリエーションを提供し、沖縄の観
光振興及び北部の地域振興に大きく寄与している国営公園である。 
 今後も本公園のストック効果をより一層高め、多くの方に満足頂ける公園であり続
けるためには、本公園の整備、運営管理に関係する者が一体となって、本公園の魅力
を継承・発展させるとともに、多様化するニーズに柔軟に対応できる体制を構築する
必要がある。 
 このため都市公園法第１７条の２に基づき、公園利用者の利便性の向上を図るため
に必要な協議を行うことを目的として、公園管理者、施設の運営管理を行う者、関係
地方公共団体等からなる協議会を設置する。 
 
【協議会の協議事項案】 

（１）公園の整備、運営管理に関する情報の共有及び連携に関する事項 
（２）利用者の満足度の向上に向けた取組の推進に関する事項 
（３）公園をフィールドとした多様な利活用の推進に関する事項 
（４）公民連携の推進に関する事項 
（５）地域との連携の推進に関する事項 
（６）公園内及び公園周辺で活動する多様なステークホルダーの調整に関する事項 
（７）その他本協議会の目的達成に必要な事項 

 
【今後のスケジュール（予定）】 
 （１）第２回 開催予定（２月） 

Ｒ７年度以降も年３,４回程度の開催を予定 
 
【協議会構成員（案）】 
 別紙のとおり 
 
 



 
（参考）都市公園法 
第十七条の二 公園管理者は、都市公園の利用者の利便の向上を図るために必要な

協議を行うための協議会（以下この条において「協議会」という。）を組織す
ることができる。 

２ 協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 
一 公園管理者 
二 関係行政機関、関係地方公共団体、学識経験者、観光関係団体、商工関係

団体その他の都市公園の利用者の利便の向上に資する活動を行う者であ
つて公園管理者が必要と認めるもの 

３ 協議会において協議が調つた事項については、協議会の構成員は、その協議の
結果を尊重しなければならない。 

４ 前三項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定め
る。 

 



【機密性２】
協議会の設置

○立地条件が良いにもかかわらず、十分利用されていない公園もあるのではないか

○ボール遊び禁止、バーベキュー禁止など一律禁止ではなく、公園を利用する地域住民等と公園利用のローカル
ルールを決めていく仕組みがあっても良いのではないか

問題意識

協議会の設置

【協議会イメージ】

協議会における協議事項（例）

○地域の賑わい創出のためのイベント実施に向けた情報共有、調整

○キャッチボールやバーベキューの可否、可とする場合のルール等、都市公園ごとのローカルルール作り

○都市公園のマネジメント方針、計画 等

○公園管理者は、都市公園の利用者の利便の向上に必要な協議を行うための協議会を組織することができる。

○各構成員には、協議が整った事項について尊重義務がある。

公園管理者

関係地方公共団体

関係行政機関

学識経験者 公園施設の設置・運営者

愛護会

自治会

住民団体 指定管理者
観光関係団体

商工関係団体

公園利用者の利便の向上に資する活動を行う者

等



国営沖縄記念公園（海洋博会地区）魅力向上推進協議会（仮称） 規約（案） 

 

（名称） 

第 1 条 協議会の名称は、「国営沖縄記念公園（海洋博地区）魅力向上推進協議

会」（以下「本協議会」という。）とする。 

（目的） 

第 2 条 本協議会は、都市公園法第１７条の２に基づき、国営沖縄記念公園（海

洋博地区）（以下「本公園」という。）の魅力向上ならびに利用者の利

便の向上を図るために必要な協議を行うことを目的として設置する。 

（協議等） 

第 3 条 本協議会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる協議等を

行う。 

（１）公園の整備、運営管理に関する情報の共有及び連携に関する事

項 

（２）利用者の満足度の向上に向けた取組の推進に関する事項 

（３）公園をフィールドとした多様な利活用の推進に関する事項 

（４）公民連携の推進に関する事項 

（５）地域との連携の推進に関する事項 

（６）公園内及び公園周辺で活動する多様なステークホルダーの調整

に関する事項 

（７）その他本協議会の目的達成に必要な事項 

（委員の構成） 

第 4 条 本協議会の委員は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる者

をもって構成する。 

（１）本公園内で施設等の管理運営を行う者 

（２）観光に関する関係機関 

（３）関係地方公共団体 

（４）公園管理者 

（５）その他、協議会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第 5 条 委員の任期は１年（１年度）とする。 

２ 委員の再任は妨げない。 

３ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（代理出席） 

第 6 条 委員が都合により協議会に出席できない場合、その委員は職務上の代

理者を協議会に出席させ、委員の職務にあたらせることができる。 



（協議会） 

第 7 条 本協議会は、委員（委員の代理者含む）の３分の２以上が出席しなけれ

ば、開催することができない。 

２ 本協議会の議事は、出席委員（委員の代理者含む）の過半数をもって

決するものとする。 

３ 本協議会の運営・進行は公園事務所長が当たるものとする。 

（オブザーバー） 

第 8 条 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者をオブザーバー

として本協議会に参加させることができるものとする。 

（公開） 

第 9 条 協議会の会議は非公開とするが、会議の資料、議事要旨は、原則として

国営沖縄記念公園のホームページ等において公開する。 

（事務局） 

第 10 条 本協議会の事務局は、国営沖縄記念公園事務所に置くものとする。 

（雑則） 

第 11 条 本規約に定めるもののほか、本協議会の運営に関し必要な事項は、本

協議会での協議により定めるものとする。 

附則 

この規約は、令和６年１２月２６日から施行する。 
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国営沖縄記念公園（海洋博地区）魅力向上推進協議会（仮称）委員名簿（案）



沖縄総合事務局
国営沖縄記念公園個人モビリティの導入検討

○「熱帯・亜熱帯環境ゾーン再整備計画」に基づき、園内の周遊性を高めるための取組として個人モビ
リティの導入を検討。

○（一社）公縁クロス機構が保有する「C+walk」（電動モビリティ）を活用した園内移動円滑化の実証実
験を実施（R6.3.11～5.8）。

概要
C+walk T
（立ち乗り）

C+walk S
（座り乗り）

サイズ
（㎜）

全長700
全幅450
全高1,210

全長1,185
全幅650
全高1,030

公道走行 公道（歩道）走行不可 公道（歩道）走行可

最高速度
10km/h

（6km/h以下に制限可能）
６km/h

連続走行
距離

約14㎞ 約12㎞

実証実験内容

※ C+walk T、C+walk Sはトヨタから発売されているモビリティ

目的
・ 園内のアクセス性を高め、各施設の利用促進を図る

実施内容
○使用デバイス

C+walk T（立ち乗りタイプ） １６台
C+walk S（座り乗りタイプ）  ５台

○実施期間
・ R6.3.11～5.8
※R6.11より沖縄美ら島財団による運営を開始

○運用内容
・時間貸し（３時間）
①C＋Walk＋熱帯ドリームセンターセット ¥1,000
②C＋Walk 単独 ¥500
・１日貸し
①C＋Walk＋ドリームセンター＋海洋文化館セット ¥1,500
②C＋Walk 単独 ¥1,000
※ドリームセンター等を利用した方が得と思わせる料金設定することで
利用促進効果を期待。



沖縄総合事務局
国営沖縄記念公園個人モビリティの導入検討（C+walk実験結果）

○総利用者数（3月は平日のみ、４月以降は土日祝も運用）※雨天時は安全性のため運用休止
延べ利用者数 約３００名

○もともと行く予定のなかった南北の施設（エメラルドビーチ、都市緑化植物園）やおきなわ郷土村や夕
日の広場へも訪問しており、美ら海水族館以外への周遊の一助となっている。

●乗車人数の推移

C+walkを利用して訪れた場所

●元々の予定／C+walkを利用して訪れた場所
元々予定していない場所
への訪問が増えている



沖縄総合事務局
国営沖縄記念公園シェアサイクル実証実験・概要

※県内でシェアサイクルを運用している

「ＣＹＣＹ」が街中で運用しているものと同
様の電動自転車を使用

実証実験期間 ：前期 令和6年9月 2日（月）～令和6年 9月22日（日）

後期 令和6年9月23日（月）～令和6年10月13日（日）

利用可能エリア：前期 園内（美ら海水族館、エメラルドビーチ周辺を除くエリア）
後期 園内全域

※各サイクルポート周辺に、警備員は配置し、適宜案内、注意等を行う。

自転車台数：２５台

サイクルポート数：前半５箇所 後半６箇所

料金： １００円/１５分

※専用アプリをダウンロードの上、会員登録していただくことでご利用可能
支払い方法はクレジットカードや各種キャッシュレス決済から選択

シェアサイクルポート
〃 （後半のみ）

シェアサイクル走行ルート
〃 （後半のみ）

安全対策区間
（押し歩き区間）

安全対策区間
（押し歩き区間）

安全対策区間
（押し歩き区間）

安全対策区間
（押し歩き区間）

＜ 安全対策区間＞

・歩行者が多いなどの特定区間では
降車し、押し歩きとする
※警備員常駐による口頭での注意喚起を行う

【使用する自転車】

【サイクルポート位置】



沖縄総合事務局
国営沖縄記念公園シェアサイクル実証実験・結果

・利用時間の傾向
最短：「熱帯ドリームセンター周辺」→「総合案内所」（3分）
最長：「植物園入口案内所周辺」→「植物園入口案内所周辺」（108分）

・サイクルポート間OD
「オキちゃん劇場・美ら海水族館周辺」→「熱帯ドリームセンター周辺」間の利用が最も多い。
「オキちゃん劇場・美ら海水族館周辺」を含む移動が多い傾向となっている。
「植物園入口案内所周辺」を発着する利用者も一定数いることが確認できた。

・シェアサイクル利用回数（延べ332回）
稼働率については、前半（2日～22日まで）が35.6％、後半（23日以降）が76.8％、全体で55.3％であった。
利用回数は平日約11回/日、休日約14回/日であった。（利用回数0回/日は除く）
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